
別紙 1-1 
 
血液暴露等汚染事故発生時の対応フローチャート 
 

血液暴露等汚染事故発生  （＊1 事故直後予防について） 
 
平日 昼間 （月～金；9:00～17:00）   平日 昼間 （月～金；9:00～17:00） 
  （土  ；9:00～12:45）    （土  ；9:00～12:45） 
 
       報告先 

所属長へ報告    看護部：当直看護長 
       医師、その他：後日、所属長へ速やかに報告 
 
 
    血液・腎臓・膠原病内科（専任医師） 
     および薬剤部へ至急連絡 
 
 
  血液暴露等汚染事故報告書を作成し 

・ 受傷本人採血 
・ 汚染源の採血（＊2 汚染源採血の要不要について） 

 
 中検へ 血液暴露等汚染事故報告書と一緒に血液検査を提出（＊3 検査項目） 
  受傷本人： プロ容器 4mL×2本と血算容器 2mL 
  汚染源 ： プロ容器 4mL（ただし、汚染源採血必要の場合） 
 
  受傷本人へ検査結果を報告（本人が中検へ結果を取りに来る） 
 
  本人が血液暴露等汚染事故報告書、検査結果を持参し、 
 
 消化器内科 受診    時間外総合診療部受診 
  （必要に応じてカルテ作成）   （必要に応じてカルテ作成） 
 
     薬剤部（薬剤の受け渡し） 
 
     医事課（処置完了印） 
 
     感染事故実態調査書を記載し、 
     感染対策委員会へ報告 
      窓口：中検（緊急検査室） 
 
     消化器内科で経過観察 

（＊4 HIV暴露時） 


